NEJM勉強会2002　第2回　02/2/6実施　Bプリント　　　担当　前田恵理子
【Problem List】
＃1　神経症状

#1-1  感覚異常
#1-1-1  粗触覚；右膝以遠・左大腿以遠・両前腕で低下

#1-1-2  痛覚；下肢腹側では鼡径部以遠・背側で大腿以遠で低下

#1-1-3  深部覚；両側殿部以遠の下肢・右手首まで・左上腕から肘までで消失。

#1-1-4  感覚性の測定障害

#1-1-5  Heel-shin-testは両側で稚拙。
#1-1-6  神経伝導検査上の感覚神経障害
#1-2  歩行失調・両足の運動失調

#1-3  DTR・足底反射消失

#1-4  運動神経・MMT・トーヌス正常
#1-5  全般
　　　　　#1-5-1　しゃべろうとしても言葉が出てこない・家族の名前を思い出せない（9-10ヶ月ほど前）　
　　　　　#1-5-2　家にいても自分がどこにいるかわからない・視聴覚的な幻覚（1ヶ月前）

　　　　　#1-5-3　しばしばしかめっつらをして驚いたような表情を見せることがある（入院時）

　　　　　#1-5-4　記銘力障害

　#1-6　振戦・自発運動（左右非対称）

　#1-7　眼振なし
＃2　肺小細胞癌

　5ヶ月前に診断・加療、今回入院時CXRには異常なし。
＃3　薬剤使用

#3-1  cysplatin / carboplatin（5ヶ月前）　　　　　#3-6  prochlorperazine

#3-2  etoposide（5ヶ月前）　　　　　　　　　　　#3-7  fentanyl
#3-3  morphine sulphate（5ヶ月前―）　　　　　 #3-8  gabapentin 
#3-4  prednisone（4ヶ月前―）　　　　　　　　　#3-9  cefuroxime axetil
#3-5  lorazepam
＃4　血液生化学・免疫学的異常

  #4-1　赤沈亢進
  #4-2　血清蛋白電気泳動でslow gamma regionに非常に低濃度でIgGλのM分画に当たる
2つのバンドを認める

＃5　髄液所見

#5-1  Glu 65mg/dl

#5-2  TP 55mg/dl, Alb 33.6mg/dl, IgG 6.8mg/dl
#5-3  アガロースゲル電気泳動でIgGκのM分画・二つのIgGλに対応する４つのバンドを
認めるが重鎖は同定できない。
#5-4  染色標本で少数のよくわからない細胞を認める
＃6　神経系MRI所見

#6-1  頭部；T2強調画像で、皮質下・深部・脳室周辺の白質に非特異的な高信号域
#6-2　頚部；脊髄が軽度に圧迫されている
#6-3　腰椎周辺；椎間板の加齢による不規則な変性・dehydration・突出（脊柱管狭窄なし）
＃7　General

  #7-1  発熱

  #7-2　高血圧

  #7-3　肥満

  #7-4  喫煙（60本×30年）
  #7-5　ばち指

  #7-6  便秘（モルヒネ使用に伴う？）

  #7-7  排尿困難
